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天地の惠の豐かな熱帶の地では到る所食糧は豐富にある。一般に人々が食糧 VJ してゐる牛•山羊 • 
雞•魚等、又米.''麥を初め野菜*果物の外に野生の動物、植物で手近にあ b 又普通目に觸れるもので食 
用になるものは澤山ある。考へたり T 夫した b す乙こ VJr - より食る物に不自由をする* V 」いふこ V 」はまづ 
ないものである。た，、、今迄は贅澤に馴れたのど食べつけないので判斷がつか中、不安で尻込みしてゐ 
たのに 中ぎ ないのである、この自然に與へられた惠を知らないで、或は捨て顧みないでゐるのは勿体な 
いこ VJ である、出來るだけ、それを利用しなければいけない。それには最初は若干の勇氣ごエ夫 VJ を 要 
するのである。その參考にも VJ 思つて此小册子をま VJ めてみたが忽卒の際、拙速を要するので不十分で 
あるこ VJ は免かれない。極めて I 部の、纔かに參考になるものだけに止めたのである。 

盆用になるものが多い V 」同時に、又食べられないものもある。毒になるもの、硬かつた6苦かつた b 
澀かつたり，又まづくて仕方のないものなざがある。毒になるものでは草や木の果•皮.葉にもめる。 
豆の類は、 V 」れでも食べられそうに思はれるが、多くのものは靑酸を含んでゐるから危險である。海の 
魚には時々有毒なのがあるから注意を要する。出來れば現地人について毒の有無、又用法なざを確かめ 
ておくこ V 」も必要で^>る。硬いものやまづいものな Vj は處置なしのやうにも思はれる.が、毒でない限 
H 夫をする VJ 存外に食べられるものもある、 !•!, のやうな猛毐魚でさへ貧べてゐる。又奴味が惡いの 
で食べないでゐるものがなか <多い。うは > み、どかげ、鰐な V 」％最初は相#に勇氣を要するが、我 
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慢して贫ベる VJ 意外にぅまいもので^'る。なまこ、源五郞虫、ざ V'' 虫 (VJ んぼの.幼虫)な VJ 、 見るから 
に氣味の惡いものを初めて食べた人のこ r を考へれば何でもないこごである。食べ剛れ、ば當 b 前の食 
物1:なつてしまふ。大体，陸生の動物、鳥類、淡水魚に tr ぅまい A づいはある1:しても"有毒なもの 
は殆んざ無い VJ いつてよい。 

要するに勇氣 V 」 H 夫 V 」用心 VJ を以て"自然の惠を十分に利用するこ VJ が大切であろ。この小册子が極 
めて至らないもので60るが"その示唆ピもなり參考 VJ もなれば幸である。 
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'、第一部野生動物 

* - .ノ -,f ::- 

野生の動物で食用にならないものはまづ無いであろう。勿論肉が硬いビか知少臭味が あるざか、, 
くないどか言ふこごはあろうが、それも工夫さへすれば相當に食べられる ものである。.、 


硬い肉ビ しては 象、水牛な V . は代表的な もので 齒が立たない しろものである •こんな硬い 肉を 軟く 





; する方法 VJ しては生の中に十分に叩いてから煮た b 、 又若い パ、 ヤの果 VJ 共に煮た bt るの が 最もまし 
方法である。 これはパ、 ヤには パ、 ィン VJ いふ消化劍があるからである。其 他、 三時間以上もごど^^ 
.煮るこ VJ もよろしい。 

臭味のあるもの、.ムサン、虎、豹なざは野生の茗荷、生薑、胡椒、カレー粉、山椒苏他の香料を入 
れて煮る VJ ょい。又味噌で煮ても臭は消ぇる。 

肉を一時*:大景に得た場合には、例へば象でも斃した時に、いくら大勢だつて中々食べきれるもの 
でないから貯藏する方法も知つておく必要がある。鹽が澤山ある場合には鹽漬•か一番簡單であるが、十 
分でない時には肉を薄く切つて强 X '天日で乾かす方法(干物)ど、長さや幅は相當大きくてもょいが厚さ 
，はニセンチ位に薄く切つて、旅べて棒1:吊し、下で火を燃いて煙を當て、黑く色がつく程燻すご(燻製)* 
な b 長い間保存が出來る〇初め!:多少でも鹽を渙つておけば尙ょい。常に焚火の上に吊しておけば乾燥 
して、硬くはなるか、いつまでも保存するこどが出來る。 

象(ガジャ) 

皮の厚さが二寸以上もあるので、ナィフの^がすぐ ulh るから料理の前1:祗石の用意か L る。' 肉は 
'暗紅色で極めて硬い。大味で余^'ぅまくはないが鼻•心臟•舌•鞍下肉がまづょろしい。硬肉處理法を 
.行へば象テキ、鋤燒も亦可なりである。 

ジャング’の裡に住んでゐて、時々ゴム園や畑を荒しに出て來る。群て居のは危険であるから注意 
t 要する。補獲は鉄砲で打つのが早い、出來るだけ近づいて眉間か「コメカミ」かを m へば一發で十分で 
ある。他の部を打つこどは危險である。罠は生捕 b にして制養して勞役に使ふ時に用ひる。 






牙 ご 尻尾の毛は粉抹に して 媚藥 VJ して 用ひる VJ いふ* 

•野牛 (セラダン) ， 

•シャンゲルの裡に住んでゐて、時々人里近く出て來る、水牛に似て.美事な角を持ってゐる、最も兇 
暴な 猛獸 で、象 や 虎よりも危險である。同時に非常に銳敏であるから風下から足音を立てない樣にし.て 
近よらなければならない。出来る，だけ接近して確實に頭を射擊する必要がある。肉は硬く余りうまく 
ない。 

水牛(ヶ：ク) . 

野生ではないが、普通には食用 r . してゐない。硬くてうまくない。これを以て製した鐯詰を無敵- 
牛罐 VJ いふ*齒が立たないからで-6る.. 

虎(ハリマク)豹(ハリマウ•ア方ル) 

若い虎の肉は割合にうまい。トラテキ•鋤燒いづれもよろしい，心臟、肝臟、生殖器、は強精媚藥 
ビして尊重される。殊に髭の黑燒は効能顯著な bvj いふ。 

虎の膽囊は極めて高價である。これは取出すど同時に膽囊の口を糸で縳り、瞬時沸湯につけて引上 
.げてから乾燥させる。それを燻製にすれば更によい。腹痛•下痢•消化不良の妙藥で、小豆粒の半分位 
服用すれば十分である。虎の骨も强精の爲の藥用 {: 供される。南洋の虎の皮は、以て猿又を製する程度 



.のもので、上等ではない0 

ゴム園や村なざ、人のゐる近くに多く居る。罠か落しが安全である力' 鉄砲で打つのは最も痛快で 
ある。猫同樣マタダビが大好きである〇これを燒いて集めるこ S も出来る害である。 

鹿 U サ) •、 

'I'.:-*,-...’ . . , • I '-I 一 ■ ■••. *. ^ .1 • - . # 一 ’‘.：'”' < I • T 2 

鹿の肉は稍臭味がある。醤油の付燒、味噌漬、味噌煮にすれは美味である〇內臟も亦美味である0 
‘コム林、草原、ジャング，の伐跡な V 」に多く住んでゐる。 

• . ノ / 

豆蓖(ブランドゥ) 

. - ■ ■ *- 

兎よ b 少し大きい泣の鹿で、肉は中々ぅまい。罠で捕るの於簡單であ so 住んでゐるビころは鹿ご 
同樣である。 

構(ズダァン) 

V-,' ノこ . ，■-’ ン .. . \ : -'W .l-‘..ll'. 

.. f ■ •-. 

y — V -/: ノ - _ . . ' /, :,.\ .. 

餘りぅまくなく、多少臭いから香料を用ひて臭を^^のがよい。#•心臟•臀肉は稍よろしい、一般 
.には强精藥のつもりで食べて， Q る。熊の膽も亦高價である。 / 

... - V 7 , • > 

• f ( パピ•ウタン) 

, ..:il <、 --- -V ノ — ' ! .• , rr*: . . - - * . •* ぐ X. '- ぐ 〆.►- k »-s c VI rt k / ' - 

豚より脂肪•か少いが卜 X テキ、トンヵッ、鋤燒いづれもよろしい。回教徒は宗教で禁發られてゐて 









絕侔に手を觸れないから、これ(:取扱はせてはいけない。住んで iD ' ろ處は 大体鹿 ど同樣 である。早朝 夕 
方はゴム園に出て來るから鉄砲で打つ どごれる D 




猫の樣で尾が長く、樹の上に住んでゐ る、 樹の多い處なら市中にでも住んでゐて"罠で樂に捕れ 
る、 臭氣の ある 動物で あるが、 注意して皮を 刹ぎ、 生殖器を 去れば、 肉に臭味な く 美味であるビいはれ 
てゐる、 吐の生殖器は媚藥に用 ひられる。 

$ M (トゥパイ) i (ティクス) 

b す も鼠も美味で ある、捕る 時に咬まれない注意が大切である。咬鼠症に權るおそれがある、木鼠 
は樹上にゐるから罠で捕る。鼠は竹筒の罠がよい。(捕獲法參照) 

大蜊蜴(ビャヮ) 

大きい断蜴でも毒はない。肉は鷄の笹身1:似て更に美味で ある。 锄燒又は野菜 ど 交せて煮てもよろ 
しい。 ■ 、 

..V .■: ■ V -f' . . V' -',-..'. : * /. . 

ヮニ 

- S つファャ) ： 

I ,f ■ . . \ • J \ • , \ / ^ 

鼷の肉も鷄に似てぅまい。锄燒 、ヮニタ キもよろしい。老赚は多少臭味もあるが、味噌煮にでもす 
ればよい。牡の生殖器は媚藥ビして用ひられる。 
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カタツムリ 


大蝙蝠(クルァ 
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大蝙蝠は美味である。併し皮を刹ぐ 時 1: 注意して、生殖 線、 翼腋 腺を 傷つけない樣にしない V 」 臭氣 
甚し いこ V 」 がある 0.又 血液が， に 交らない樣に 注意するこ VJ も 大切で ある。カレ ー 純理に 最も良いビ，？ 
れてゐる。. 
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山荒(針凰) 5ンダ) 

針が一杯生へてゐるので捕るのに困るが、肉は最も美味である。^んな利理法でもょろしい® 

穿山甲(蟻食)(トゥくキリと 

■ I #. 

甲冑を着てゐる樣な動物だが臆病で、穴*:住んでゐる。野菜ど共に長時間煮る？フまい。蟻を常食 
V 」してゐるので、肉はホ 〆 モンのかたまりの如きものなれば、靑年は食すべからずどいふ。伹し眞僞の 
程確かなら^。屮も相當高價なものである。 

蟒(錦蛇)(クラル；こ 

蟒は無毒である。皮を剝いで、五分か一寸位の輪切り1:して、煮てもょく、又付燒きにしても美味 
である。蛇の膽も虎の膽ど同様の効能がある。 

主母蛇(キングコブラ•黑コブラ) 

コブラ類 も 咬まれなければ毒はない、頭を切つ て 胸だけならば食用1:なる。蟒 VJ 同 樣にして 食べ 
る。诅捕る 時には 十分の 注意を 要する。 

スツボン 0 フビラビ)石龜 C クラクラ) 


スタボンは沼、河、池にゐる、大きいのは三尺位'©もあるが、大きぐても味は極めてよい。料理法 
どしては鹽味の水煮が簡單で、生蓬#.油で食べたら最もうまいのである®其他野菜 V 」共に^てもよい* 
骨の外は全部食べられる。 

石龜の類は澤山ゐる。大、小、水生、陸生いろ^-で、ジャングルの禅に住んでゐるのもある。い 
づれも煮て食べられる。味も決して惡ぐない。 、 

蛙.(ヵタ) , 

蛙も種類が澤山ある。皮には有毒な腺*かあるのもあるから、皮をすつ•かり剝。で、骨 V )肉だけにす 
れば食用になる。大体小鳥に似てゐるが、 うまい のもまづいのも ある。 翥ても亦燒いても食べられる。. 

蝸知？ V フ丨ダ 

蝸牛の田螺の樣な形をして、白 vj 茶の縞になつてゐるの ii 食べられる。大さいのは握拳程もある。 
水1:入れておく VJ 伸びて出て來るから、それを切る。薄く切つて串に刺して付燒にするか、味噌燒にす 
ればうまく食べられる。煮てもよろしい卵は注意して食べないやうにしない VJ ,、 中毒するこ VJ が.ある^: 
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野獸•野鳥 
を捕獲するのに 
虎 罠。 は銃獵.0外は 

種々の罠を用ひ 
る0 

虎•豹を獲 
るのには第一 
圖、第二圖の如 
き 落2民が ょい、 
餌 V 」して■犬又は 
山羊を入れてお 
,^ly く。大きさは虎 
’ がやつ V 」入れる 
位がょく、廣い 
ど中であばれて 
困る。 
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第二圖虎罠。 


谷 



猿は第三圖の如き罠を用ひる。 
手を入れて餌をつかんで引くビ止沪 
はづれて跳上5、手を縛つてしまふ 
のである。 


、第三圖猿落シ 
靑竹ノバネ 


細イ靡 



0 ,, 
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鹿は第四圖の如き係蹄を用ひる。 
簡單な垣を作 b 、 そして鹿が通れる位 
の切目をこしらへておぐ。切目の前に 


第四圖鹿係蹄_ 


竹又 >>' 木 • 




0 


-虞 


は圖の如き係 
蹄を作つてお 
くのである0 
鹿が垣根1:行 
當り、それに 
添ふて步くご 
切目があるの 
で"好奇心を 
，出して、をこ 
から曲らぅ VJ 
する。其時係 
蹄を踏むので 
止がはづれて 
竹が跳上つて 
紐で足を！！つ 
てしまふので 
ある0 
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鼠落し。第五圖、鼠が樂に入れる位の 竹筒、 両節は拔 
き. 人口ょ b 少し入つた處に竹製の板(ィ)を糸で吊して 
'おく此板は竹简の直徑より少し長い位にしてある。こ 
れを篷か小枝(こで上の方に支へておき、中には餌が入 

れてある。後方には 


第五圖鼠落シ 



竹べら ( / ) が挿てあ 
る。此先を土に挿て 
おくので ある。鼠は 
餌を VJ b に頭で支 
C 口) を 倒して 中に入 
る V 」、板(ィ)は自然 
に 落ちて底で 11 -. る。 
鼠はそれだけで出ら 
れ なくなつ てし ま 
ふ、 入つ た ^土から' 
抜いて竹筒ご- C : 水1: 
つけて鼠を殺し、-後/ 
方の竹べら(ごを棋 
，いて 出す。 
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鳥を#るのには罠を用ひる®第六阖•第七 ii の如きもの*か簡單に出來る。細い藤を pi て「わさ」 ( ス 
ッ n ヶどもいふ)を作り、紐か細い棒に懸けておく。その周圍に餌を蒔いておく^、これに首を突込ん 
で自然に首を締められてしまふのである。 

此外にも H 夫を すれば、 いろ-—な罠が出來るから各自こしらへ-て試してみるのも面白い‘。 

- .1. . / •.;-!/;— ゞ、,!'. 一 ,-. \ 

第六圖鳥罠®' 







第二部淡水 


河や沼に 住んで 居 ^魚は大槪食べられるものばかりである。鯉類ざ餘類が大部分で、.其次 *: i 日本 
には居ないグラメ 類、 蛇頭 類 及びヱ ビが 相當に 多い。それから脊錯が 小さくて 羽の 樣なブ火ダ 類、 木登 
b をす るビ言はれてゐる(本當ではない)ブユ<類、沼鰻、力二等もゐ る。 淡水魚に も 五十 キロもあつ 
て、 魚の化物の樣に大き いのもゐるが、普通は二、三キロから I キロ 位、もつ ど 小さいのもある。 

河•池•沼•溝•用水路等" 水の 溜つ てゐる處には魚がゐるが、六尺もありそぅな大きいのは、大 
きな河でないご住んで居ない0 V 

大きな魚は量的には勝るが食べては一向にぅまくないものである。沼や池でに大きくは育たない 
が、匈つて味がょく"骨も割合に少いから食用には適する。魚共は多くは藻や木の葉や果實、其の他小 
魚 • ェビバカニ•虫な r を食べて居る。勿論木に登つて食ふのではない 

Bh 

魚 


〇 


がある。小骨の多いのが欠點である。 , ^ 


領 


鲶類は鱗がなく、 .8 Q る-^-^して居て泥色をして居る•口が大きくて截を生やしてゐて醜惡な貌を 

• <‘ ヒレ 

してゐる。鰭に毒！：を持つてゐるから捕る時に用心しない V 」剌されるこどが.ある6非常|.:!んで熱の出 
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淡水魚 P ) 観。 

ュビ ガブトガニ 


ナマブ 


ナマツ 


勢-；::- 1 -^ 式^ 


蛇頭類 















も寧もある。 


グ ラメ 類 


グラメ類は沼や池にゐて胴まわり*か太/、、余 b 大きいのはゐないが味はょろしい〇毒刺は持つてゐ 
ない？' ' 

蛇頭類/ 、： 

蛇頭類は色が黒つぼくて體長 •か 割合に長く、頭が蛇の様で あるか、ら 此の名•か ある 〇池 に 多く 住んで 
.ゐて相當大きくなるのがある、之も無毒で ある 0 




ブリタ類 

ブリタ.類は脊ビレが小さくて羽の樣に見 免る のが特徵 である 。河に 住んでゐて大きなのがある。無 


フ 


-類 


プュの類は沼、池、溝なざにゐる、割合に小？な魚で刺が多いけれ r も無毒で ある。 木登.り 

.をす る ご言はれ、椰子の木に登つて， Q る繪 な r もあるが、實際登る樣な足もなぐ*見た 人 もない樣で 
ある*. 






iE 


••.-^sse^ 










一六 


洁鰻は沼や池*:住んでゐでゐて、普通の鰻 VJ 同樣に食べられるが、氣味の惡い位、太く大きいのが/ 
ある。味はよろしくない。 


蝦•蟹類 . 

エビは河にゐて美味なのが多い。甲蟹は潮入の處にゐて、妙な形はしてゐるが、 ぅまい > J 言ふ。 力 
- 類で河岸を步いてゐる樣なのには有毒なのが あるから 注意を 要する。 大体力-一類は鰓の處に毒が ある 
のだから注意をすればよろしい。力 t 一を食べでも. 力-一 (總の VJ ころ)は食べるな VJ 言はれて， Q る。 

I 和魚 

j ... yl \ 

トビハゼ 

跳沙魚は目玉が大きく、脇ビレが足の樣に なつてゐて 、泥の上を這ひまわり、 時々大きな聲で鳴く 
から 蛙艺間違へる。ぅまくは^.いが食 v ら il る • 





マラィ 名 

河に 居る か 

池に居るか 

(招には居らぬ） 

釣 リ 方 

铒 

大きさ 

その他 

ブントル 
BENTULU 

有 

無 

釣針•ブラタト 

木の實•- 5 J J 

20— 35握 

味 K 

ダウン 

D A U N 

// 

// 

// // 

み、 ず*虫類 

15—20 

fs 

クライ 

KERAI 

f / 

// 

ブラ.,，卜•ブブ 


15—30 

fr 

ク 'ラ 

KEL AH 

ff 

時に有 

ブラ、,，卜 

芋類及その葉 

20—50 J 

„ m に養殖 
” さる 

クラブ 

KELABU 

// 

無 

// 


20—35 

// 

カワンカワン 

KAWAN 2 

// 

時に有 

ブ ブ 

芋類 • 虫類 

15—20 

15—25 . 

" 

,非常に 
ィ、味 • 骨多い 

ヲヲン • 

LALANG 

// 

無 

ブブ•ブラ、■•卜 

虫類 

n マ 

LOM A 

// 

時に有 

ブ ブ 

芋類•葉 

10—25 

味頁 

ランパム 

LAMPAM 

// 

有 

ブブ•ブラ w 卜 

// -虫類 

15—25 

// - 

ブ テ 

PUTEH 

// 

// 

(時に沼に有） 

ブブ • 釣針 

羊類 • 虫類 
み、 ず 

]()~15 

不味. ¢1 す 

ブ^•ョビサン 

Pucook-Pisang 

// 

鄕 

ブラット 

// // 

// 

101-15 

不昧 

スバル 

SEBARU 

fr 

// r 

釣針•ブラット 

虫類 • 小魚 

20—50 

10" — li > 

味茛 

不 成 . ¢1’ 

スルアン 

SELUANG 

// 

,// 

釣 針 

虫類•み、ず 

ススルバタン 

Susur-Batang 

// 

// 

釣針•ブラタト 

虫類•み、す" 

10—20 

/> ク 

トンプラス 

TEMPRAS 

// 

時に有 

fr // 

芋類•虫類 

15—25 

頁 . 

トモ レ 

TEMOLEH 

// 

無 

!釣針•ブブ 

芋類 

20—50 

// 

トンブラ 

TEMBERA 

// 

// 

// ブブ 

芋類 • 虫類 

20—50 

// 

// 

不味 

トン ガス 

TENGAS 

,, 

時に有 

1ブラ、卜•ブブ 

宇類* 

25 —CO 

--- 

トンガスダかン 

Tengas-Daun 

// 

無 

釣針•ブラット 

虫顎•芊類 i 〗 〇— 2 〇 

トルボル 

TERBOL 

// 

時に有 

| 釣—針•ブブ 

芊 類 

1©—20.. 

頁 • 一番多 























































































































































































マラィ 名 

なまづ類 
河に居るか 

池に居るか 

沼に居るか 

釣り 方 

1 

餌 

危險 な剌が 

あるか 

大きさ 

その他 

BAUNG. ウソグ 

ENGON. ウ ンゴン 

有 

時に有 

無 

釣針•ブブ 

，み 、ず•蛙 

有 

20—35 糎 

ミ由があ〇て美ま 

グマングダラット 

GEMANG-DARAT 

// 

無 

// 

// // 

- 

み、ず•蛙 • 小魚 

// 

10—16 

油が 4 •美味 

ジュァラ 

JU AR A 

// 

// 

// 

ク ブラタト 

// // // 

r/ 

20—50 

• ひ tf 

ク リ 

K EL I 

// 

有 

有 . 

// ブブ 

ひ ク 虫 ; til 

// 

15—30 

油があつて美味 
■ -一 

クンダラタブ 

KENDARAP 

" 

無 

無 

// ブラット 

み、 ず •蛙 • 小魚 

// 

50—200 

— 

レ レ 

LE L E 

h 

時に有 

時に有 

ひ ブブ 

// ク // 

// 

20—35 

7\h が 少 • 美味 

ルンバ少卜 

LEMBAT 

// 

// 

// 

// // 

. 

// // if 

!- 

// 

20—50 

ク ク . 

ライス 

LAIS 

// 

AjC 

挑 

無 

// // 

小魚•虫 

// 

••• T * if ； r fv 

| ■— ■* 

10—20 

// // 

ラワン グ 

LAWANG 

// 

職 

fe 

vsv » 

// ブラタト 

// 蛙 

f. 

40—100 

袖がある ク • 

パ テイ ン 

PATIN 

// 

無 

無 

// 々 u 

小 魚 

// 

50—120 

// // 

スンビラング 

SEMBILANG 

// 

時に有 

時に有 

々 プ プ 

み、 ず•娃 

// 

20—45 

// // 

海に住むものの方か•多 

タ パ 

T A P A 

// 

無 

4nf 

跳 

// ブラタト 

小 魚 

// 

50 —200 

// // 

淡水魚の中で最大 

カルイ 

KALUI 

! グラメ類 

有 

有 

無 

釣針•ブプ 

芋類及/タピォカ、 

その葉、などノ 

4nc 

20—50 

油がないが非常に美味 
池で養地さる 

スバクトシアム 

SEPAT-SIAM 

無 

時に有 

有 

四ク手 • ブブ 

// 

// 

10—20 

油があつて美昧 

スパット パデイ 

SEPAT-PADI 

有 

有 

有 

ひ /, 

// 

// 

8—12 

美 昧 

アルア ン 

ARUAN 

蛇頭類 
有 

有 

有 

釣針•プ プ 

娃•小魚 

無 

TtVS 

J5—35 

■ ■"- ' - ■ ■ ―— 

油がないが美味 

フルチヤタト 

BERCHAT 

// 

// 

// 

// f/ 

/V け 

// 

20—40 

ff ! 

パ タ ム 

BUTAM 

// 

// 

// 

// // 

か 

// 

20—40 

// 

トマ ン 

TOMAN 

1 • /, 

// 

時に有 

ff // 


// 

20—60 

// 

UK 性があるから注意 

ブリダ 

BEHDA 

ブリダ類 
有 

無 

無 

釣針*プラクト 

小 角、 

無 

40— ]20 

油;^少しあり非 

常 li 美味 

プ ュプュ 

PUYU-PUYU , 

プュブュ類 
時に有 

有 

有 

// ブ ブ 

み、 ず 〇虫 

無 

8—12 

袖なし先づ頁い 

ク パ ル 

KEP AR 

有 

// 

■ 無 

// ブブ 

// // 

fr 

8—12 

ff // 































































































































































































































魚 獲 法 


0 










魚を獲る方法は釣るの•か一番簡眾であるが、小さい魚は四手網がよろしい*一時に大贷 *: ビれるこ 
£•かある。又魚棚(ブラ V 卜)やドク(ブブス)で獲る方法もある。 

魚棚には二 M ある•簡 W なのは木か竹を、河岸1:沿ふて、淺い處に隙問なく立て並べて阗い、一方 
じ入口をつけておく W 、 滿潮で水•か高くなつた時*:魚が入つて、0を忘れてしまつて、ま^-—して& 

るのを、潮の退いた時に 

第八圖魚柵 • 獲るのである。もう一つ 第九園 
, は第八！！に示すやうな方 

法で淺い處に作つておぐ 
ご魚*か入ろのである。 

-ドク U 河•沼•池等 
に m ひる。策九！：•鉛十 
圖•第十一圖に示すやう 
なもので、工夫をすれば 
更に色々な形のものが出 
來る。籐又は竹で作り、 

一方口のも両方 n のもある、獲る魚により大きさは異る*か、大きいのは長さ二 
メートル、商徑ーメートル位のもある。 

人口は M 斗形で、捕る负の大きさにもよるが、細い方で十センチ位は必要で 

一九 




XD 
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二〇 


第十圖 





第十一圖ド 


ある。又第十一圖に示すやぅに、籐の剌のある儘を用ひ、一方口にして漏斗形の入口をつけ t 
ダ. 瓶の底を拔いたやラなのもある。これは大きい総類を獲るもので、魚が入つても刺が逆1; 生へ 
ので出られなくなつてしまふのである。 I 

ドクを河や沼の中1:臥かせて、流れないや 
, ラ1:縛りつけておく。中には餌を入“ておく必 
要はない。夕方水に入れ、朝ひき上げてみる VJ , 

ヌ 魚が入つてゐる。 

グラメ類の養殖は割合に樂に出來るから試 
るのもょい。幼魚は蟻の幼虫で養ひ、大きく： 

なつミころでタビォカや芋の葉、立葵の花な r 
を與へるビ早く大きくなる。 

以上は參考ビして一通りの方法を書いてみ 
たもので1まだ方法は澤山 ある。 實情に卽して 
ェ夫するこどが大切でぁる。 


只ビ- 

てゐ 



籐製。 

鯰捕 
用0 

剌 N 

アグ 

て 

用 
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巧、-卜 

野： 


第三部食用植物 


、椰子 


椰子の効用は實に多い•その利用法を簡單に記しててお- 


0 


コゝ郷子(第一圖) 


椰子の種類には百何十種も 
あるが、其中で最も有用なのは 
0、椰子、卽ち馬來語で (Kef 
クラパ又は ( Nyiur ) ニク， VJ 呼 
ばれてゐるものである0コ、椰 
子は熱帶から亞熱帶にかけて、 
到る處栽培され'蕃茂してゐて 
目につくので、普通、椰子ビ言 
へば口、椰子ばかりの樣に考へ 
られてしまつたのザある。 

n 、椰子にも亦幾種かある 
が大別する vj 丈の册 VI トルに 
もなる 長 M V 」 餘り 高くならない 




大花荀(糸デ_ックオク r 



第一圖 


| ti 息 4 0 . 



1二 


し.^^寬 


... ‘‘ V -; し 

« * ^ ,l»F\ «-• J \ VL 







頰 liVJ に區別するこ VJ が出來る。そのいづれにしても用途の多榨多用なこ £ は驚く程で、梛子があれば 
船が出來、その內部仍部 M から逍具一切は勿論、貧 IM まで も贿 ふこ ざ•か出来る ご いはれ て ゐ4 ?卽ち材 
木 vj しての外に、布地、繩、敷物、傘、笠、箒、刷毛、家具、食器類、又食^どしては 217' ラ、飲钭 
水、油"砂糖、姻、酢まで出來るのである。 

挪子の實を採るのに木を伐倒す樣なこどをしてはいけない。椰子の實は後から後からビ熟して來 
'4 のであるから年中採取出來るのである®高い木には足場を切つて登つて採るのである。猿を使つて梛 
子の實を採る商賣人もあるひ 

椰子の果のまだ十分熟さない靑いのは中の汁が甘くて、そのま、淸凉飮料になる。乂その內測にゎ 
る白い身も其儘食るこ VJ が出來ろ。 V 

熟した果は外殼を取去るど焦茶色の堅殼が出る。之を中央から V ラン(鉈)で割つて、乾燥させ、殼内 
の中身を取出したもの*かコブラであつて、コブラを搾つて油を採つた- cs 、 t : 糧にした b する。生のま、 
で用ひる場合には殼内の水は其儘飮料にもなるし、又料理用にもなる。眞白い果肉を刻んで炒つて味を 
0けても食べられる®又生のま ゞ 、お C し金でおろすか父摺漬して水を少し入れて搾るご牛乳の樣な汁 
が出る。之をサンタンどいつて、其儘牛乳の代用にもなるし、ヵレ粉か香料を入れ、味をつけるビ味嗜 
汁の代用で、どてもぅまい汁が出來、ナンタンで飯を炊くど、之も亦脂嚷があつて弗常にぅまいれ 

燈用又は食用の油を VJ るのはコブラを搾るのであるが、簡荦に採るのには臼い果肉を生のま、刻ん 
で煮るど油が浮くから之を掬ひごればょろしい。 

椰子の II の芽は食用になる•か、木を枯らすこ VJ になるから己を得ない時の外は切つてはいけない" 
椰子酒を採る方法は葉腋一葉の付极)から花芽が出て來る。それの若い時は房狀になつて、ボート型 
^しててゐる•之を大花苞どいふ•中に淨山の花•か包まれて， Q るのである〇之がまだ間かない中に糸 f 


ぶ ie -' r し r 七そして、その尖 f 花のぁ—ころ專切る、それ t 棒で蕃の f で大花茲 か— 

3けてぉく-之に汁が溜って、 f に匿して酒に！竹の简を州ひる ；：^”^: U 

f 、 S く— h て來^ 

椰子酒は#合にアル n 丄分が少く'ビタミン B が多いので脚氣の藥になる〇併し飲す て 
f からゃは i になる。椰1 く保存が出來ない e 雜に—して、じきに味になってしま；^ C » 
れは食用 f して上等なものでぁ气挈酒が S してぶコ丄分が f なつた f 見はから？蒸 
溜す t アグコ上が採れ气これをアラ/どいつて、かなり強い—の f 酒が出來る。椰子かな 
出て來た汁に小き石灰を入れる VJ 縢酵が止る、これを溜めておいて煮つめるビグラ/マ ど 
條めて味のよい赤砂糖になる® { .葬” 

椰子の實 Q 外殼は水！^して軟らかにして叩く VJ 繊維がビれ,これで綱を作 t 耐水性が強いか 
ら船舶用1:は M もよい。敷物、刷毛なざ、工夫によ b 色々なものが出來る。 t 
葉は細ぐ裂いて鶴ひど笠、傘、帽子、敷物等が出來るし、 I を葺 にもな 

t 强 X ( "ill の 1 は f な細工物、匙、—、ボタン、灰皿、 51 れば用途は無 
，又— P て吾す f 活 is 來、ガス； SI ユ馨劑になるし、中 f は下痢 k 
した時.1:はこれを乔む VJ 極めて有効でぁ，〇❶ . 

砂糖椰子(第二圖) ' 

主ごして砂糖を採る|1チでぁる*砂糖挪子の木は捣商に十メートル位の^さになる*葉は羽发で大 








きく擴がつて？、1をふい 1 に白いのが s で t 。 此の椰子の葉は、その附极〇所を^ノし 

殘して落ちるので、幹は下か—ま I 体が黑くなつ S 柄の f II はれてゐて、余 b 

きれいでない * 

砂糖をビるのには初めて暌 第二圚砂糖椰子 . 

い f : 花でなく、二、三囘暌いた . 

後の花房の莖を木槌でボン< 

叩く、これを暫く時間をおいて 
兩三 itij やつて、それから 後、 垂れ 
下つてゐる部分を切取り、そこ 
から流れ出る汁を器にぅけるの 
である。 I 日 1: 二度取る こ VJ •か 
出來る。 そして其度每に切□を 
薄く切り去つて疵口を新にし、 

莖を輕く叩いておくのである。 

此鶬つた汁を煮つめるど赤 
砂糖が出來る。これをダラ、力 
ボン又はグ ラ、 ク X ご言ふ0 
汁を其儘にしておくビ、ぢ 
きに醱酵して酒になり、それか 

ら醉になつてしまふ、此汁が十分に®酵したビころで雲す—、アラック酒がどれるこざし=挪子 



汁ヲ受ダ济器 









VJ 同樣である、 Cn 、椰子參照) 

汁を以て酵母を作る こ V 」も出來るし、又其儘用ひてパンを嬈く時の フク ラシ粉の 代り1:なる • 

砂糖椰子の果は煑てァクを VJb 、 砂糖シロップに漬けるビぅまい菓子が出來る〇 
頂上の新芽は 野菜 代りに煮て食用になる。 - 
花•か哚いて、まだ果にならないぅちに伐倒して幹の芯から澱粉を VJ るこ VJ が出來るけれ V 」も、サブ 
椰子程多くはない。 食糧 U 欠乏した時、巳を得ない場合にしか行つてはいけない。 

幹についてゐる葉柄の殘りは叩く VJ ょい織維が採れる。又若い葉は採つて，乾燥させて煙草の卷紙に 
代用す るこどが 出來 る。 . . ， 

幹の芯は軟いから、搔出してしまひ、澱粉を採る。そして幹は上等な木管になる。(テゴ椰子參照) 

油椰子(ォィ V 7 と(第三圖) 

油を採るので油椰子 VJ いはれてゐる。十五メート，位の高さにもなるが、五、六メ！トル位，のもの 
でも果が出來るから採取する。葉は.大きくてコ、椰子に似てゐるが葉柄に刺があり、羽狀葉は柄から水 
平に出て居り、先端が垂れさがつてゐる。葉の色は艶があつて濃いオリーブ色をしてゐる。 

梁の形は n ゞ 椰子どは余く異つて"大きな栗位で、短い莖に|塊に密集して葉の附根の處から出て 
ゐる。そして、之は幹の下の方から生り始めて、だん<上に及ぶ。果を採取する爲に葉柄の元から切 
るので、その殘 b が後まで幹についてゐるこ V 」は砂糖椰子に似てゐる。此果には多量の油を含んで居 
b .、 之を絞ると、パ！、ム油が採れる。工業的には大規模な股備を要する•か、！時の用に供するのには簡 
單な操作で十分採るこどが出來る。- 


二六 



果の熟する少し前、丁度、梁皮•か紫がか 
つた茶色に、莖が赤黃色にな-^、果がまだ狻 
いぅちに採つて風通しのょい處に並べて置 
. く*決して山の梂に桢 A 重ねてはいけない。 
ル果 忽ち 變質 する 恐れが あるからである。此の果 
は殊.1:鼠が好きで あるから 喰はれない樣に十 
分手常を する 必要が ある 0 こぅしてニニ ー jc : お 
いて少し軟かくな り出 したら、すぐに水で さ 

つど洗 ひ、 鍋1:人れ て煮て、 板か棒で攪拃して 
果肉を碎すど油が汴んて來るから、之を掬び 
取る。中の核は堅いから果肉ど離れて沈んで 
ゐるのを集めて、石鉢か堅い木で B の様なも 
のを作 b 、 十分に春碎いて煮る VJ 、 やはり油が 
採れるが、此油はカーネル汕どいつて特に上 
、等なものである。果肉•か軟くなり出したら、 
すぐに煮ないど果肉は變質して、醱酵し、油 
を採るこ VJ ♦か出來なくなる。山の II に積んで 
ti いけないのも同樣な现由である® 

パーム汕は食用や炝用 1:する 外に、最近 
の硏究ではビタミ V A を 含んで ゐる ので肝油 









1 .. 


^^ ilw して用ひられてゐる•夜： JE 症には最も効能•かある* 


サゴ a 8椰子(第四圖) 


藏粉を 採る椰子である。葉柄に！：のあるのざ 
M いの£ 二 種あるが、 澱粉の含有 M 其他に何等の 
變りもない。馬來語では兩種ビもルンビア又はサ 
ダ £呼んでゐる* 

テゴ椰子は濕地を好むので稻 VJ 同居して， Q る 
こ£がある•根にょつて分株するので、|ヶ所に 
蕞生してゐるこど*か多い。 

テゴ 椰子， の幹はコ、椰子に似て、もつ VJ 太 
く、五〇糧から六 o rf 位1:なる。•葉は樹頂に冠状 
に擴•かつて、頂点に塊つて花苞•か出來る* 

ナゴ(澱粉)は木の心(髓に)出來るのである* 
澱粉の最も多い時期は花が咬いて果の出來る前で 
ある•果が出來て熟する VJ 鱗粉はすつか- CS 果にど 
られて銮になつてしまひ、そして木は枯れてし— 
ふ*^から殿粉を採るの U 餘早くてもいけない 
し、 fe そくても駄目である®花が吹いた泣の ビ こ. 


第四！！ テゴ椰子 


.B 



ご -b 














二八 

I ». - MX ‘ *、 . ,.>■.*..-* I 

ろが一番よろしい0 

テゴを荣るのには幹を伐 b 倒し、適當な長さに輪切り1:して割り、軟らかい髓を搔出し、木臼か鉢 
の^なものでよく潰して水で洗ふビ米の磨汁の樣になる®此汁を桢1:移して暫く靜かにしておくビ白い 
粉•か下1:沈澱する。この水の上澄をそつビ流して後、白い沈澱を集めて乾かすビ眞白なナゴ•か採れるの 
である〇殘つた滓は尙二、三回水で洗つて、白い汁の出なくなるまで此操作を繰返すのである〇ナゴの 
- 採滓は蛋白質を多く含んでゐるので豚の W になる。 . 

葉は屋根を葺く材料どして最もよいものである。葉軸は蕃にな^'葉柄は瓶の栓な V 」に用ひられる • 
幹の上皮は籠や厘に編むこ VJ が出來る。幹を輪切にして、割らないで心(膣)を拔くど大鼓の胴の樣に 
なる•之に底をつけるど立派な樋に^'る、幹を其儘拔けば太い木管が出來る。 

ニッバ椰子(第五圖) 

. '.一 - 

*1 ッパ椰子は大東亞到る處の濕地帶に豐富に生へてゐる補類.である•か"潮のさす樣な處に殊によく 
蕃茂してゐる。-ーッパ椰子は葉の形•かサゴ椰子に極めてよく似てゐるが、サゴ椰子の幹の長大なのに比 
ベて、これは幹が無い。サゴ椰子の果は小さいのが房になつて幹の頂上に生するが、ニッパ椰子は大き 
な實が塊つて葉の根元から出て、莖についてゐる。 

1 J ッパ椰子は裝が最も多く利用されてゐる。屋根を葺くのには、これの葉が一番よくて、五年位は 
十分に保つ*又葉を細く裂いて笠や籠、敷物に艤むこビが出來る。馬來人は此若い葉を于して煙草を卷 
• v , \/ いて吸ふてゐる。 

• 花苞いら砂糖汁*か採^、酒も出來るこビは他の椰子ど同樣である。方法其他は同じでよろしい*若い 
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種子は食用になり、 
古いのは堅いからボ 
タンの材料になる。 

根や葉を燒いた 
灰は頭痛や澍痛に効 
くビいはれてゐ so 
鹽がなくなつた時に 
は其の灰を水で浸出 
するビ鹽•か採れる。 


注•意 


此他の野生の種 
々な椰子の果はカブ 
ドる* 1 VJ があるから 
濫りに手を觸れない 
樣に注意するこ '£ が 
必翦である • 


第五圈 A ッパ椰子 



J ~~ i !■: 容器/內部ヲ示スき' 

饥口 H リ汁力出テイ^/. 


-■汁ヲ受 〆 容器一 


二九 
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、 二、野生の果甯 

4 

1 r # の果實で荇 Mal : 觸れるものは凡そ七十六棟 R である2.ルトゥブ V ル**ダ 
が、そのぅち、で食べられるものは凡そ四.+四 fl 梓である。椰子 
科のものはコ、椰子の様に、そ0'實が大切な食糧になるのもあ 
るけれ VJ 、 其他の大部分は冇害である、又天南星•(サトィモの 
頌、シ稽•ォブの類、 k ン-ーャクの類)の實は澤山あるが殆ん V ， 

荇有#である* j £ 類にも果には意外に有毒なものが多いから性 
の知れない野生の S は食べてはいけない* 

野生の狼實の多くは有 W 
である VJ 心得てゐる方がょろ 
しい。一番ょいのは- t 地の住 
民に尋ねてみるのが安全であ 
る®又現地名のつけてないも 
のは全部有辑ど思へば問違ひない • 

f 草.類 

1 . ブラス、ブラス ( B 6 rs Bmras ) 別名ダラス、4夕4 ( td s ^ s 
Kitam )「 chasalia 二 . 




、 





rfv‘ v* 




果は黑色で九い*徑；、五センチ 位。大きな 補子が 一 •二個ぁる。 

^ g ??3^1 u !!?" f f 。 葉は對に ”！ f 。花は白'、、花辨の尖端が— — 
虫/ナ最1‘， つて 吹く。.^にも野にも普通に澤山 ある。 

斤 トゥブ、ルトゥ.プ ( Letup - letup )「 physalismiuima 」 

果は九く徑 lis 位、黃色、初め綠で後黃色に な I にはいつ？こいし： 

葉は小さ{て綠、莅は 小さぐて &- いのが I つづ、戈ぐ。 I 


1. グ 


スス 


タボ！ル 


ガ丨 



蔓類 

1 . ブァ•スス .(Buah SUSU ) 

「 passi { 一 era 1 

果は卵形で^二糎位。橙色 
乂は黃色。軟かい毛の 様な絲の 
袋 i : 入つてゐる。 

蔓には毛があ^。葉は手の 
平位で三つに分れて ゐる。到る 
處にある。 

2 . 夕•ホ 1 ル、レンガ qapor '; Rengah ) {野生ラズベリ l } rRub 隹 J 

果はラズべリ彳に似て徑一輕から；湃半位、橙色0*ら东 S 去 
で、，だん-—-ある。 

-蔓は刺があ 6、 葉は鋸樹狀 になつてゐ厶•花は小さ{て白色。 

3- 






uvv teat 

灌才 i 


L. ブクィ アィ ル (B 6 ti Ayer) 別名ブタィ • ブティ (BoctiI Bs) 「Fl -!=€ gla 」 

果は徑一糎位で葉の元に塊つてついてゐる"白色で純子が 四、 五個入つてゐ る、 

1-は HIJh を： iH つてぬるか密生してゐる。葉は小さく肥厚してゐ る。 川畔に多く生する 







4. V マク • キア 1 ( IU 3 au Kiall ) 別名リマク•キキル ( L . Kikir)「Tliphasiaj 
果は九く徑一糎半位、濃赤色、圓滑で、種子は二、三個入つてゐる、 

莖は小さく、剌がぁつて、葉は三っに細く分れてゐる、 

5. ラデヤ•ブルアンカツト ('Raja Berangkat ) f Anisodis.ticba i 

眾は單獨に生る、徑二糎半位で細長く f 茆色で大きな種 
. 子が J っ入つてゐる、 

莖は灌木狀のもぁり又細 
5 * ラデャ•ブル い木にもなつてゐてジヤング 
アンカタト ルの裡にぁる。葉は小さい、 

6. クムニング (wemlming) 6. クム总ング‘ 

「 Murraya p^lliculatpJ 
. 果は單獨に生ぅ、徑一犍 
半から二糎半位で細長く、赤 
色で大きな秫子が一、二個入 
つてゐる。 

葉は軸の兩側に交互につ 

いてゐる、 メ 

花は二糎位で白色、香が高 
ぃ、村里に多くぁる、- 

三11一 
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7 . 
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. 3闪 

マ タ .アャ ム (Mata Ayam ) (鶴の眼) 「 Ardisia 」 

果は枝の先に小さい房狀に生る、徑 I 糎位.で赤色、種子は I つ' 

木は細く葉はぎざ<があつて小さい"花 U 淡紅色 
クナぺ (Kenapell) 別名 一 '; ラべ (Nyerapeh) PGlycosmi こ 

果は直立した軸に生る。徑 一_位で圓猾、鮮やかな淡紅色をしてゐる、 li 子は小さく二 、 Hil 位、 
骧は軸の兩側!:對に出てゐる、 M 里原野、到ム處にある、 

スンドゥド ( sendudok )「 Melasto 日 a 」 

果は九く徑二糎位、皮は籾面で中身は睹紫色 、種子は 小さく澤山入つてゐる、 

葉は葉脈が三本になつてゐて對 *: なつてゐ る、 花は魟がかつた紫色をしてゐ る、 到る {t に i > る" 












10 クムン7- 


ン 



12 r フチ 


i. 



10 クム N ティン (Ksm uuting :》 1 
「Rhodosytrus 1 

果は細長く痙一獼半位、紅がか 
つた紫色"種子は^さくて澤山あ 
る® 

籤は葉脈， H 本、對生し厚く裏 
に毛があ 4 。花は淡紅色 
11 ム y パダ \ ( ssmpadang ) 「 va — 

ccmium | 

果は短い軸に生り"徑一糎位、 

赤又は暗紫色をしてゐる。 

莖も葉も小さく海岸に生 t る® 

12 ブチャー、ブ？才 (pediak Periok > (壤れ签)數隨あり、 

一 Ixora | 

果は房狀をなし徑「糰半 位、赤 又は暗紫色をしてゐて果 軸 
赤のは•か多い。大きい _子が7 二個ある 

葉は製生してゐる，花は黃又は赤で四辨房狀に暌く 0 
13マタ、ブラ 〆 ド 《Mata pec 0 5(瓦鹿の服 ) 「ArdisiaJ 
果は葉の付根から出 T 2 軸 *: 房狀に生る、徑 | 糎半 位、 紅紫 
色から黑色、種子は|攔ノ葉は第の樣な感がする、花は淡 lr 色 
で房狀に哚く。海岸に生す— 



& 


才 


13マタ•。フランド 



三五 
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I. 


, 三六 

樹木類 

クルムボン I cwnit r spoag} 4 チ ^> 頃 「Ficus obpyramidata 」 

杲は 幹に 塊に、 なつて 生る、 fflHffl 半から 五 s 位、黃色から 茶色、 疵をつける V 」乳白色の液が 出る。 
幹は 余り 大きくならす" 葉の 下部が メート 形をしてぬる、 川畔其他濕地に 多い、 

クル.4ボン II ( Ka « r 良 p ^ sg 》 ィチヂ > 類 「Ficus variegate 」 

果は徑 二 艘半位で赤又は淡紅" #に 大きく塊つて生る。 

大木になり 荒地 1:多い0疵つける V 乳白色の液：が出る。 

しク /^ /ボ^1 2 . クルンボン 23 






3. チュドン (ch rDt dop'-) ィチ V ク類 「Ficus cunia 」 

果は幹の根元から出る小枝に生る、徑一糎半.から二犍、淡魟色から赤茶色で白の斑点がぁる窃 
木は大きくならない。葉は細長く先の方が特に尖つてゐる。 

4. クラ、ヌナシ (Ice r t Nenasi)「Eugenia splcata 」 

果は徑一糖位で 白色、 短い軸に密生する。 

木は小さく葉は先♦か尖つてゐて革に似た感がする 


. チ！！ドン 5. クラ、プーブ ー (Kelat puteh)「Eugeniaongifollaj 
00 



三七 









三八 


クラ 



7 


クラト•クジアン 



8 . 


レ 


6. クラ、ラユ (Kelat Layu)「ETioglossumJ 

果は大きな垂れた枝に生る、細長く徑 I 糎から一糎半位、黃沪 
ら橙、赤、紫になつて遂に黑くなる。大きい種子が一つ。 

葉は軟く毛がある、到る處に見られる。 

7 . クラ、クリアン ( I 〈 elatwerian ) 

數種ある。 「 Eugenia 」 

果は枝に塊つて生るか又は葉 
の付根に塊つてゐる。徑一糎半位 
で暗紫色から黑になる、稲子は大 
き X て一つ。 

木は小さく、花は綠か淡紅色 
を帶びた白色1特に雄蕊が多く房 
狀をなしてゐる。到る處にある0 

8. ドゥレ ( Delek ) 別名ニビス、 

クリット (Nipis Kulit ) 或ひ 

はマンガス ( Mangas )、 數種あり。 

「MemecyonJ 

果は九又は細長い、小枝の先に房狀に生る、徑！糎半位、色は 
淡紅、紫、赤、等で後に黑くなる。種子は一つ。 

木は灌木の樣なのか細い木になつてゐる。花は房狀に哚き、淡 
紅か靑色、葉は對生で革の樣な手ざゎりがする。 











ビナン 、ブナ ィ (pinang punai) ^'] 名ビナン、ブルガム (pinang pergam ) デレモン ( Jiremong ) 
「ElaeocarmsJ 

果は枝の先になる。徑一糎から二糎半位になる。皮は藍色で中身は級色をしてゐる。^味が多い9 

葉は枯葉の樣な色をしてゐる。何處にもある。 

10 スメ^5611163)別名チャマ0113,1113.)チュママ01161113,1118.)「0£1115€118.」. 

果は房狀に下つてゐる。阆形で徑 I 糎位、白色か淡紅色をし 


9. ビナン•ブナィ てゐる。' 靑い種子が一、二個、木は小さく、枝には毛があり、葉は 

ヤ-1 










11 .ノナ•ブロン (Nona Burong)「cordia i 

果は房狀に生る、長精圓形、徑二糖位、淡紅色で 

すべ 

滑こい。 , 

葉は廣くて綠が雜齒狀になつてゐる。花は淡 II 色 
で房狀に暌く、村里に多い。 

12ニアラス ( Nvalas )「 parastemoll 」 

果は葉狀の小枝から穗の樣に生る。長搰圓形で徑，' 
一 糖半から 二辗位。 白色又は淡紅色 
11..木は小さく、葉も 亦 小さゾて細娃く尖つてゐる。 

11 ノナ •ブ & ン I 


四〇 

ノナ•ブロン n 




12ニユアラス 





14 


IS 


ブダラ 



カンデイス 



13 ブダラ ( Bedara)「zizyphusj 

果は圓形又は長褙圓形。徑二犍半位。黃色•橙色等があり、 酸味 
がある。 

木は小さく刺がある。葉は小さく葉脈が三本で緣は鋸齒狀になつ 
てゐる〇 

14 力 X デイス ( Kandis ) 野生の 
マ N ゴスタン 「Garcinia panf 


15 方 ンデ イス•♦カ デ 



ifoliaj 

果は徑二 fl 半位で暗橙黃色、 

糙子は一個から八個位まである。 

酸味が多い。 

木は小さくて葉は對生 、乳白 
0粘汁を出す。 

15力 X デ ィス* ガデ ャ丨 ( w a— 
ndis Gajah) 野生の マンゴス 
夕 X 「Garcinia GriiRtH: 一」 

果は枝に塊つて 生り、 五糎か 
.ら八機、橙黃色、種子は大きく數 
個、酸味がある。 

木は小さく、葉は對生で大きく、切目がある。黃色の粘汁を出す。 

四一 





四 11 


16 チユレ (cherek) 16 チ Av 
別名スチユ Mser 
cherek) 「 Mlcrom? 

一 um-J 

果は長楕圓形で 
一糎位〇黃色から橙 
色にな b 最後に赤く 
なる。果肉が多く種 
子二、三個。 ， 

木は小さくて葉 
は軸から四、五枚對 

生してゐる、 枝 や 葉は折るビレ f y の# がする" 

17 チユ.シブ ラィへ chemperaiy「champemiaj 

果は葉の下から出た小枝に群生する、趨 ril 半位で橙黄色 
から暗赤色に 變る。大きな 補子が ある。 

木は小さくて叢生する。 葉は小 9 く 尖つ てゐる e 葉は野菜 
の 代用になる。ジャングルの伐跡の 荒 地に多い〇 
18 ムン \ トウ•クチダ (Menbatu Kechil)「Angelesia SBIendss j 

果は葉に 似た小枝の先に種狀に生る。梨の形 1 ;似て徑 T 糎 
半位、 赤色、大きな 種子 一つ、 木 i も小さく光澤が あも。 




18 ムン*ハトゥ•クチ/^ 







19 ルカム 




19 ルカム (Rckanl ) 「 Flacollrtia.j 

见は葉の根元に塊つ V 生る®11形で徑 I 糎半から二糎半 位、 暗紅色 
で中身は白 •い。 扁平な稲子が四，-七個位 

木には刺があ6、葉の緣は鋸齒狀1:なつてゐる、村里に多い。 

20 ブァ、チュリー (！：•iah cheri)「MuntingiaJ 

果は枝に單獨 になる、 圆形で徑一糎半 位、 赤色で小さい種子が多く 
ある0 . 

花は權に似てゐる、葉は細小で粘りのある毛が生へてゐる。 

21 ブニ (Buni) 「 Antidesma 」 

果は 小さくて 圓形、五 li から十獬位の穂狀になる。淡紅色から暗 
紅色又は紫黑色に變る。種- T - は一個。 

木は大きくなり、葉は濃綠で光澤がある。 

2 
IX - 










四 四 

22 グンチュ (Guncbek) 「 Antidesma 」 -R 

果は短く垂れた穗狀にな b 、 極めて小粒で紫紅色又は黑。種子は一つ。 

木は小さく、葉は橢圓形、村里に多い。 

23 ジュネラィ (Jserai) 別名チュンデラィ (chenderai) 「 grewia 」 

果は枝の先の小枝に 生る、 小さくて綠色から黑にな る。 種子が大きく酸味がある。 

木は小さく花は白い毛がある、‘葉は葉脈三本で鋸齒狀になつてゐる。到る處にある。 

24ムンボヤン ( IVJempoyan ) 或は。ホヤン 「!33 hodaiia 」 

果は赤色から黑になる。徑ーセンチ半位、小さい種子が數個ある。甘いがちよつビ澀味もある。 
木は五十尺位1:までなる。葉は對で葉脈が三本あり、裏側が銀色をしてゐる。花は半センチ位で白 
く、葉の付根から小さな房になつて唉く®非常に匂が高い。 


22 グン チュ 23 チュンデラィ又 ハ. チュネ ラィ 24 ムン。 ホヤン 
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